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ホテル日航大阪前
検証結果概要
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カウンター利⽤者数 カウンターの利⽤状況・評価

ホテル日航大阪前での取り組み

▼カウンターの利⽤状況

・カウンターの存在に気付かなかった人も多いが、休日午後では20〜30名/時程度の滞在が⾒られた
・主に休憩などの目的で利⽤され、今後も実施すべきと評価する割合が大きい
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周辺の店舗等で購入したものの飲食をした
電話・スマートフォンやＰＣで、調べもの・打合せ等をした
休憩、時間つぶしをした
気づいたが、飲食・休憩等はしなかった
このような空間があることに気づかなかった
その他
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ⅰ）多目的カウンターの効果・必要性
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これからも実施・展開すべき
良いと思うが内容は慎重に検討すべき
良くない
その他
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通⾏しやすさの評価 歩⾏者空間の１分あたり交通量（歩⾏者及び⾃転⾞）
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▼期間中の歩⾏者・⾃転⾞交通量推移（モデル区間）

・取り組みにより安全性、通⾏しやすさが悪化したという意⾒はほとんどみられなかった
・ピーク時には1,800人・台／時の交通量があるが、サービス水準Aを満たしている

95% 4%
2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危険に思うことはなかった 危険に思うことがあった
危険に思うことがよくあった

N=129

67% 25% 8%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特に変化があったとは感じない
狭くなったと感じるが問題はない
少し歩きにくくなった
とても歩きにくくなった

N=130

※11/6（土） 17時台【合計】1,795台/時

ホテル日航大阪前での取り組み
ⅱ）整備による副作⽤

▼危険に思う事象があったか

▼多目的カウンター設置により歩きにくくなったか

サービス水準A

サービス水準Aを満たすためには、以下の交通量を下回ることが必要
27人/m・分×3.5m＝94.5人/分
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▼周辺箇所での放置⾃転⾞状況

・放置⾃転⾞は休日で最大14台⾒られるが、５台程度の時間が多く、平日では０台の時間も多い
・取り組みより、きれいに使いたい・路上駐輪をしないようにしたい等の意識変化も⾒られた
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36%

26%
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12%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通⾏するときごみを捨てない等きれい
に使いたい

御堂筋に対して愛着が沸く

路上駐輪をしないようにしたい

近くに来たらできるだけ通りたい

⾃分も道路を通じたまちづくりに参加
したい

その他
N=128

▼取り組みによる意識の変化（アンケート）

＜11.6（土）19時台の状況＞

ⅱ）整備による副作⽤
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検証目的
各項目の結果

今後の方向性
観点 結果

・ベンチ配置、
歩⾞分離など
沿道の将来
形を定める

ⅰ）ベンチの
効果・必
要性

・気付かなかった人も多いが、休日午後
では20〜30名/時程度の滞在が⾒ら
れた
・購入したものの飲食、休憩などの目的
で利⽤され、今後も実施すべきと評価
されている

⇒一定の滞在促進がで
き、実施していくべきと
の意⾒が確認できた

⇒モデル整備区間、２
期整備区間の取り組
みも踏まえ、十分な幅
員を確保しながらカウ
ンター等の設置を検討
していく

⇒周辺エリアも含めた放
置⾃転⾞等への対応
について、適切な⽅法
を検討していく

ⅱ）整備によ
る副作
⽤

・今回の取り組みでは安全性、通⾏しや
すさの低下などの大きな問題はなかった
・放置⾃転⾞は、５台程度の時間が多く、
平日では０台の時間も多い
・取り組みより、きれいに使いたい・路上
駐輪をしないようにしたい等の意識変
化がみられる

①道路の将来形と持続的な管理形態の検証
まとめ


